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人 口 と 世 帯 数

人口の前月比　－37人

３月末日現在
人　口
　男
　女
世帯数

17,121人
8,060人
9,061人
7,234世帯

３月のうごき
出生
死亡
転入
転出

5人
23人
61人
80人

　スマートフォンやタブレッ
ト端末を活用して「広報かつ
らぎ」を読むことができるサ
ービスを導入しました。
　いつでもどこでも手軽に閲
覧できますので、ぜひご活用
ください。

▽主な機能
・ページをめくるように読み進め、拡大縮小なども簡単
にできます。
・気になる記事をスクラップし、保存やシェアすること
ができます。
・登録すると、最新号が発行された際にアプリにお知ら
せが届きます。

▽マチイロのダウンロード方法
　次のいずれかの方法でアプリをダウンロードしてくだ
さい。
・スマートフォンやタブレットから「マチイロ」ホーム
　ページにアクセスする。
・App  Store／Google  playから「マチ
　イロ」を検索する。
・右記のQRコードを読み取る。
※QRコードは㈱デンソーウェーブの
　登録商標です。

▽マイ広報紙の利用方法
　パソコンやスマートフォン等から「マイ広報紙」ホー
ムページにアクセスする。
※ユーザー登録で、読みたい広報紙やカテゴリを指定し
　ておくと、その記事がマイページに表示されます。

問い合わせ　総務課総務係（内線２０２５）

（平成29年11月4日生まれ）

みの　り妙寺の
浦  津　 桂さん・実 莉ちゃん

「元気に大きく育ってね」

「広報かつらぎ」を
  無料配信しています！

■無料アプリ「マチイロ」

▽主な機能
・子育て、健康などカテゴリごとでの記事閲覧やキーワ
ード検索ができます。
・他の自治体広報紙も含めて横断的に閲覧できます。
・気になる記事をFacebookで友だちと共有したり、
Twitterで発信できたりします。
・㈱NTTドコモの「ｉコンシェル」（有料サービス）や、
ヤフー㈱のヤフー地域情報サービスからも閲覧できま
す。

■無料配信「マイ広報紙」
　　　　アプリケ

ーション

　　　内で広告が
表示され

ますが、その内容
に町は一

切責任を負いませ
ん。

　利用時の通信料
や回線使

用料は、利用者の
負担とな

ります。

　詳細は、お問い
合わせく

ださい。



今月の主な内容

●農業振興に関する補助金について　　２～３
●地域福祉計画策定委員の募集　　　　６
●洪水情報が緊急速報メールで発信　　10
●犬を飼っている皆さんへ　　　　　　11
●５月のお知らせ　　　　　　　　　　12～15
●図書館だより　　　　　　　　　　　17
●健康ひろば　保健カレンダー　　　　18～23
●「広報かつらぎ」を無料配信　　　　  24

月号5
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町内の各小中学校で、入学式が行われました！
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対
象

　

園
内
道
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

の
整
備
、
循
環
送
風
機
、
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
、
予
冷
・
保
冷
庫
、

マ
ル
チ
・
節
水
型
か
ん
水
施
設

な
ど
を
導
入
す
る
農
家

補
助
額　

資
材
費
な
ど
の
６
分

の
１
か
ら
３
分
の
１
（
上
限
50

万
円
）

※
事
前
に
整
備
・
購
入
さ
れ
た

も
の
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象

　

水
田
に
お
い
て
、
麦
・
大

豆
・
そ
ば
・
飼
料
用
米
な
ど
の

作
物
や
、
野
菜
な
ど
を
栽
培
し

販
売
す
る
農
家
に
、
対
象
面
積

や
作
目
に
応
じ
て
交
付
金
を
交

付
し
ま
す
。

　

現
在
、
本
町
の
農
業
は
、
農
家
の
高
齢
化
や
担
い
手
不
足
、
耕

作
放
棄
地
の
増
大
な
ど
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
問
題
の
改
善
を
図
る
た
め
、
本
町
で
は
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

農
業
振
興
に
関
す
る
補
助
金
に
つ
い
て

果
樹
産
地
競
争
力
強
化

総
合
支
援
策
事
業

対
象

　

独
立
就
農
時
の
年
齢
が
45
歳

未
満
の
独
立
・
自
営
就
農
者
の

方補
助
額　

年
間（
最
大
）１
５
０

万
円

※
就
農
時
か
ら
５
年
目
ま
で
交

付
し
ま
す
。

農
業
次
世
代
人
材
投
資

事
業
（
経
営
開
始
型
）

対
象

　

中
山
間
地
に
お
け
る
農
振
農

用
地
区
域
内
に
お
い
て
、
農
業

者
な
ど
で
構
成
さ
れ
た
集
落
を

単
位
と
す
る
協
定
を
締
結
し
、

農
業
生
産
活
動
を
継
続
す
る
た

め
の
活
動
な
ど
を
行
う
場
合

交
付
単
価
（
10
ａ
あ
た
り
）

【
急
傾
斜
地
】

　
　

田　

２
万
１
０
０
０
円

　
　

畑　

１
万
１
５
０
０
円

【
緩
傾
斜
地
】

　
　

田　
　
　

８
０
０
０
円

　
　

畑　
　
　

３
５
０
０
円

中
山
間
地
域
等

　
　

直
接
支
払
交
付
金

対
象

　

経
営
の
柱
と
し
て
い
た
作
物

を
一
部
や
め
る
場
合
や
、
農
業

を
リ
タ
イ
ヤ
し
農
地
を
貸
し
出

す
農
家

補
助
額　

貸
付
面
積
が
0.5
ha
以

下
は
30
万
円
、
0.5
ha
〜
2.0
ha
の

場
合
は
50
万
円
、
2.0
ha
超
は
70

万
円

※
対
象
と
な
る
農
地
を
中
間
管

理
機
構
に
10
年
以
上
貸
し
付
け

か
つ
、
機
構
か
ら
受
け
手
農
家

に
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

機
構
集
積
協
力
金

　
　
　
　
　

交
付
事
業

経
営
所
得
安
定
対
策

対
象

　

遊
休
農
地
を
買
入
れ
、
ま
た

は
借
入
れ
、
解
消
し
、
栽
培
が

可
能
な
農
地
と
し
て
、
３
年
以

上
耕
作
す
る
場
合

補
助
額　

10
ａ
あ
た
り
３
万
円

（
初
年
度
の
み
）

※
解
消
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

遊
休
農
地
解
消
促
進
事
業

◆
経
営
転
換
協
力
金
交
付
事
業

対
象

　

２
筆
以
上
の
隣
接
す
る
農
地

を
貸
し
出
す
農
家

補
助
額　

10
ａ
あ
た
り
５
千
円

※
対
象
と
な
る
農
地
を
中
間
管

理
機
構
に
10
年
以
上
貸
し
付
け

か
つ
、
機
構
か
ら
受
け
手
農
家

に
貸
し
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

◆
耕
作
者
集
積
協
力
金

　

交
付
事
業

鳥
獣
害
関
連
補
助
金

対
象

　

イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
用
の
わ
な
を

購
入
す
る
場
合

補
助
額　

資
材
費
の
４
分
の
３

・
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
用
箱
わ
な

　

１
基
あ
た
り　

上
限
11
万
円

・
ア
ラ
イ
グ
マ
用
箱
わ
な

　

１
基
あ
た
り

　
　
　

上
限
２
万
４
０
０
０
円

・
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
・
サ
ル
用

く
く
り
わ
な

　

１
基
あ
た
り

　
　
　
　
　

上
限
５
０
０
０
円

・
サ
ル
用
囲
い
わ
な

　

１
基
あ
た
り　

上
限
20
万
円

（
１
団
体
に
つ
き
１
年
度
に
１

基
以
内
）

◆
わ
な
設
置
支
援
事
業

　これらの制度以外にも農林業に係る各種制度や事業がありますので、詳しくは町ホーム　　　　　ページをご　　　　　覧ください
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対
象

　

２
戸
以
上
の
農
業
者
で
、
農

地
に
電
気
柵
、
メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ

ン
ス
、
ト
タ
ン
な
ど
を
設
置
す

る
場
合

補
助
額　

資
材
費
の
３
分
の
２

（
上
限
単
価
１
ｍ
あ
た
り
９
０

０
円
）

※
サ
ル
用
の
場
合
は
、
上
限
単

価
１
ｍ
あ
た
り
２
０
０
０
円
と

な
り
ま
す
。

※
県
へ
の
申
請
締
切
は
５
月
末

と
な
り
ま
す
の
で
、
設
置
前
に

お
早
め
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
防
護
柵
設
置
支
援
事
業

　
　
　
　
（
県
補
助
事
業
）

対
象

　

個
人
で
農
地
お
よ
び
人
工
林

に
電
気
柵
、
メ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
ン

ス
、
ト
タ
ン
な
ど
を
設
置
す
る

場
合

補
助
額　

資
材
費
の
２
分
の
１

　
　
　
　
　

（
上
限
25
万
円
）

※
設
置
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
農
作
物
鳥
獣
害
防
止
対
策

　

事
業（
町
単
独
補
助
事
業
）

対
象

　

新
た
に
第
１
種
銃
狩
猟
免
許

お
よ
び
、
わ
な
免
許
を
取
得
す

る
場
合

補
助
額

・
講
習
会
費
用
補
助

　
　
　
　
　
　
　

１
万
円
以
内

・
射
撃
教
習
費
用
補
助

　
　
　

３
万
７
０
０
０
円
以
内

※
例
年
７
、
８
月
ご
ろ
に
実
施

し
て
い
ま
す
が
、
詳
細
は
伊
都

振
興
局
農
業
水
産
振
興
課
（

０
７
３
６
―
33
―
４
９
３
０
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
狩
猟
免
許
取
得
支
援
事
業

対
象

　

有
害
鳥
獣
と
し
て
捕
獲
し
た

イ
ノ
シ
シ
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
、
サ

ル
、
ア
ラ
イ
グ
マ

補
助
額　

捕
獲
鳥
獣
に
よ
り
異

な
る

※
有
害
捕
獲
区
域
の
申
請
は
、

被
害
農
家
が
地
区
区
長
を
通
じ

て
申
請
し
ま
す
。

そ
の
他

　

メ
ジ
ロ
の
捕
獲
は
原
則
禁
止

で
す
。
捕
獲
・
飼
養
に
は
許
可

が
必
要
で
す
。

◆
有
害
鳥
獣
捕
獲
補
助
金

対
象

　

農
振
農
用
地
区
域
内
に
お
い

て
、
農
業
者
な
ど
で
構
成
さ
れ

た
活
動
組
織
を
設
立
し
、
多
面

的
機
能
の
維
持
・
発
揮
を
目
的

に
農
用
地
・
水
路
・
農
道
な
ど

の
地
域
資
源
を
適
切
に
保
全
管

理
す
る
共
同
活
動
を
行
う
場
合

交
付
単
価
（
10
a
あ
た
り
）

【
農
地
維
持
支
払
】

　
　

田　

３
０
０
０
円

　
　

畑　

２
０
０
０
円

【
資
源
向
上
支
払（
共
同
活
動
）】

　
　

田　

２
４
０
０
円

　
　

畑　

１
４
４
０
円

【
資
源
向
上
支
払（
長
寿
命
化
）】

　
　

田　

４
４
０
０
円

　
　

畑　

２
０
０
０
円

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
農

業
振
興
係
（
内
線
２
１
０
１
）、

林
業
振
興
係
（
内
線
２
１
０

２
） ※

事
業
に
よ
り
申
請
期
限

が
異
な
り
ま
す
。
ま
た
補

助
金
は
事
前
申
請
が
基
本

と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

かき：春先の晩霜被害

もも：台風による枝折れ・落果

NOSAIわかやまからのおしらせ

自然災害に備え
　　「果樹共済」に加入しましょう！
　風水害、病虫害、鳥獣害…
　天候や自然に左右されがちな農業経営
　果樹共済は、農業共済組合（NOSAI）が運営する果
樹の減収を補償する保険です。

　いつ来るか予測できない災害への備えとして、果樹
共済へのご加入をおすすめします。詳しくは、お気軽
にお問い合わせください。

※果樹共済については、町から農家負担掛金・賦課金
　の３分の１の補助があります。

問い合わせ　NOSAIわかやま伊都出張所
　　　　　　（ ２２－０６１１）
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「
木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断
」、「
非

木
造
住
宅
耐
震
診
断
」
の
診
断
結
果
に

よ
り
耐
震
補
強
・
建
替
え
設
計
、
耐
震

補
強
設
計
審
査
、
耐
震
補
強
・
建
替
え

費
用
の
一
部
補
助
な
ら
び
に
、
耐
震
ベ

ッ
ド
・
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
工
事
の
一
部

補
助
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

一
度
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

住
宅
の
一
部
補
助
に
つ
い
て

耐
震
診
断
・
設
計
審
査（
無
料
）

耐
震
補
強
設
計
・
耐
震
改
修（
建
替
え
）

耐
震
ベ
ッ
ド
・
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
工
事

木
造
住
宅
無
料
耐
震
診
断

実
施
件
数　

９
棟
予
定
（
先
着
順
） 

診
断
費
用　

無
料

申
込
方
法　

住
宅
耐
震
診
断
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
必
要
書
類
を
添

え
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

●
建
築
基
準
法
改
正
前
（
平
成
12
年
５

　

月
31
日
以
前
）
に
建
て
ら
れ
た
木
造

　

住
宅

●
延
べ
面
積
の
半
分
以
上
を
住
居
と
し

　

て
使
用
し
て
い
る
住
宅

●
２
階
以
下
か
つ
延
べ
面
積
が
２
０
０

　

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
住
宅

●
木
造
の
在
来
工
法
（
軸
組
工
法
・
伝

　

統
的
工
法
）
の
住
宅

●
町
内
に
所
在
す
る
一
般
木
造
住
宅

●
人
が
居
住
し
て
い
る
住
宅

実
施
件
数　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

非
木
造
住
宅
耐
震
診
断
費
補
助

だ
さ
い
。

※
申
請
前
に
診
断
を
行
う
と
補
助
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
31
年
１
月
末
ま

で
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象　

次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
住
宅

●
建
築
基
準
法
改
正
前
（
昭
和
56
年
５

　

月
31
日
以
前
）
に
建
て
ら
れ
た
住
宅

●
延
べ
面
積
の
半
分
以
上
を
住
居
と
し

　

て
使
用
し
て
い
る
住
宅

●
２
階
以
下
か
つ
延
べ
面
積
が
２
０
０

　

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
住
宅

●
鉄
骨
造
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

　

住
宅
で
あ
り
、
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
住

　

宅
で
は
な
い
こ
と

●
町
内
に
所
在
す
る
一
般
住
宅

●
人
が
居
住
し
て
い
る
住
宅

補
助
内
容

　

耐
震
診
断
の
実
施
に
要
す
る
費
用
の

３
分
の
２
以
内
の
額
か
つ
８
万
９
千
円

を
限
度
と
し
て
補
助
し
ま
す
。

　

町
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
お
い
て

総
合
評
点
が
1.0
未
満
ま
た
は
0.7
未
満
と

耐
震
補
強
・
建
替
え
設
計
費
補
助

実
施
件
数　

２
棟
予
定
（
先
着
順
）  

※
申
請
前
に
設
計
を
行
う
と
補
助
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
31
年
１
月
末
ま

で
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
補
強
設
計

木
造
住
宅

　

非
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
お
い
て
Is

値
が
0.6
未
満
ま
た
は
ｑ
値
が
1.0
未
満

（
第
１
次
診
断
法
に
よ
る
場
合
は
Is
値

が
0.8
未
満
）
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、

Is
値
を
0.6
以
上
か
つ
ｑ
値
を
1.0
以
上

（
第
１
次
診
断
法
に
よ
る
場
合
は
Is
値

が
0.8
以
上
）
と
す
る
耐
震
改
修
工
事
を

行
う
た
め
の
耐
震
補
強
設
計
ま
た
は
、

非
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
お
い
て
Is
値

が
0.6
未
満
ま
た
は
ｑ
値
が
1.0
未
満
（
第

１
次
診
断
法
に
よ
る
場
合
は
、
Is
値
が

0.8
未
満
）
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
現

地
建
替
え
工
事
を
行
う
た
め
の
設
計
で

平
成
31
年
１
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
も

の
。

診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、
総
合
評
点
を
1.0

以
上（
一
般
型
）ま
た
は
、
0.7
以
上
1.0
未

満（
避
難
重
視
型
）と
す
る
耐
震
改
修
工

事
を
行
う
た
め
の
耐
震
補
強
設
計
ま
た

は
、
町
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
お
い

て
総
合
評
点
1.0
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住

宅
で
現
地
建
替
え
工
事
を
行
う
た
め
の

設
計
で
平
成
31
年
１
月
末
ま
で
に
完
了

す
る
も
の
。

補
助
内
容

　

耐
震
改
修
ま
た
は
現
地
建
替
え
工
事

の
実
施
に
必
要
な
設
計
図
書
の
作
成
に

要
す
る
費
用
の
３
分
の
２
以
内
の
額
か

つ
13
万
２
千
円
を
限
度
と
し
て
補
助
し

ま
す
。

非
木
造
住
宅

◆申込書は建設課建築係で配布します。
◆郵便での申込書の請求・提出はでき
　ません。

受 付 期 間　５月14日(月)～
※今年度の各実施件数になり次第
　受付を締め切ります。
※午前８時30分～午後５時15分
　（土、日、祝日を除く）

申込書配布　５月７日(月)～
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0.7
以
上
1.0
未
満
と
す
る
耐
震
改
修
工
事

で
平
成
31
年
１
月
末
ま
で
に
完
了
す
る

も
の
。

③
建
替
え

対
象
と
な
る
建
替
え
工
事

　

町
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
お
い
て

総
合
評
点
が
1.0
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住

宅
で
、
建
替
え
計
画
に
よ
り
現
地
建
替

え
工
事
を
平
成
31
年
１
月
末
ま
で
に
完

了
す
る
も
の
。

補
助
内
容

　

各
工
事
に
要
す
る
費
用
（
工
事
費
に

限
る
）
の
３
分
の
２
以
内
（
１
棟
あ
た

り
上
限
60
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。
ま

た
、
国
費
の
補
助
も
あ
り
ま
す
。

　

国
費
の
補
助
は
、
耐
震
改
修
工
事

（
建
替
え
工
事
）
費
の
11
・
５
%
を
加

算
し
ま
す
。
た
だ
し
次
の
要
件
が
あ
り

ま
す
。

※
耐
震
改
修
工
事
の
上
限
は
、
３
万
３

５
０
０
円
／
㎡
、
加
算
上
限
41
・
１
万

円
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
や
設
計
・
監
理

費
な
ど
は
含
め
ま
せ
ん
。

※
建
替
え
工
事
費
の
上
限
は
、
加
算
上

限
41
・
１
万
円
、
外
構
工
事
や
設
計
・

監
理
費
は
含
め
ま
せ
ん
。

値
が
0.8
未
満
）
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、

改
修
計
画
に
よ
り
Is
値
を
0.6
以
上
か
つ

ｑ
値
を
1.0
以
上
（
第
１
次
診
断
法
に
よ

る
場
合
は
Is
値
が
0.8
以
上
）
と
す
る
耐

震
改
修
工
事
で
平
成
31
年
１
月
末
ま
で

に
完
了
す
る
も
の
。

②
建
替
え

対
象
と
な
る
建
替
え
工
事

　

非
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
お
い
て
Is

値
が
0.6
未
満
ま
た
は
ｑ
値
が
1.0
未
満

（
第
１
次
診
断
法
に
よ
る
場
合
は
、
Is

値
が
0.8
未
満
）
と
診
断
さ
れ
た
住
宅
で
、

建
替
え
計
画
に
よ
り
現
地
建
替
え
工
事

で
平
成
31
年
１
月
末
ま
で
に
完
了
す
る

も
の
。

補
助
内
容

　

各
工
事
に
要
す
る
費
用
（
工
事
費
に

限
る
）
の
３
分
の
２
以
内
（
１
棟
あ
た

り
上
限
60
万
円
）
を
補
助
し
ま
す
。
ま

た
、
国
費
の
補
助
も
あ
り
ま
す
。

　

国
費
の
補
助
は
、
耐
震
改
修
工
事

（
建
替
え
工
事
）
費
の
11
・
5
%
を
加

算
し
ま
す
。
た
だ
し
次
の
要
件
が
あ
り

ま
す
。

※
耐
震
改
修
工
事
の
上
限
は
、
３
万
３

５
０
０
円
／
㎡
、
加
算
上
限
41
・
１
万

円
、
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
や
設
計
・
監
理

費
な
ど
は
含
め
ま
せ
ん
。

※
建
替
え
工
事
費
の
上
限
は
、
加
算
上

限
41
・
１
万
円
、
外
構
工
事
や
設
計
・

監
理
費
は
含
め
ま
せ
ん
。

実
施
件
数　

２
棟
予
定
（
先
着
順
） 

※
平
成
31
年
１
月
末
ま
で
に
完
了
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

審
査
費
用　

無
料

申
込
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
必
要
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

対
象　

町
の
耐
震
補
強
設
計
済
み
で
耐

震
改
修
工
事
を
実
施
す
る
木
造
住
宅

木
造
住
宅

無
料
耐
震
補
強
設
計
の
審
査

実
施
件
数　

１
棟
予
定
（
先
着
順
） 

※
申
請
前
に
工
事
を
行
う
と
補
助
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
31
年
１
月
末
ま

で
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

住
宅
耐
震
改
修
・
建
替
え
費
補
助

①
一
般
型

対
象
と
な
る
補
強
工
事

　

町
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
お
い
て

総
合
評
点
が
1.0
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住

宅
で
、
改
修
計
画
に
よ
り
総
合
評
点
を

1.0
以
上
と
す
る
耐
震
改
修
工
事
で
平
成

31
年
１
月
末
ま
で
に
完
了
す
る
も
の
。

②
避
難
重
視
型

対
象
と
な
る
補
強
工
事

　

町
の
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
お
い
て

総
合
評
点
が
0.7
未
満
と
診
断
さ
れ
た
住

宅
で
、
改
修
計
画
に
よ
り
総
合
評
点
を

木
造
住
宅

①
一
般
型

対
象
と
な
る
補
強
工
事

　

非
木
造
住
宅
耐
震
診
断
に
お
い
て
Is

値
が
0.6
未
満
ま
た
は
ｑ
値
が
1.0
未
満

（
第
１
次
診
断
法
に
よ
る
場
合
は
、
Is

非
木
造
住
宅

実
施
件
数　

１
戸
予
定
（
先
着
順
）

※
申
請
前
に
工
事
を
行
う
と
補
助
で
き

ま
せ
ん
。
ま
た
、
平
成
31
年
１
月
末
ま

で
に
完
了
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

申
込
締
切　

７
月
31
日（
火
）

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
高
齢
者
、

障
害
者
を
優
先
し
て
補
助
し
ま
す
。

※
応
募
な
し
の
場
合
は
、
引
き
続
き
先

着
順
で
随
時
受
付
と
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
補
強
工
事

　

町
が
実
施
し
た
耐
震
診
断
事
業
に
お

い
て
、
評
点
が
1.0
未
満
と
診
断
さ
れ
た

旧
基
準
木
造
住
宅
に
居
住
す
る
世
帯
に

対
し
て
補
助
し
ま
す
。
町
指
定
の
耐
震

ベ
ッ
ド
・
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
工
事
で
、

１
階
に
設
置
が
必
要
で
す
。

補
助
内
容

　

設
置
に
要
す
る
費
用
の
３
分
の
２
以

内
（
１
戸
あ
た
り
上
限
26
万
６
千
円
）

を
補
助
し
ま
す
。

受
付
・
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
建
築
係

（
内
線
２
０
８
５
）

耐
震
ベ
ッ
ド
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
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全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会
で
は
、
５
月
12
日
を
「
民
生
委
員
・
児
童
委

員
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
主
任
児
童

委
員
は
相
談
を
受
け
た
内
容
な
ど
に
つ

い
て
秘
密
を
守
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
の
で
、
福
祉
に
関
し
て
お

困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
社
会
で
の
孤
立

や
孤
独
を
な
く
す
取
り
組
み
、
消
費
者

ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
、
子
育
て
支
援
に
か

か
わ
っ
て
の
支
援
活
動
な
ど
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
福
祉
係
（
内
線
２
０
６

３
）

　

か
つ
ら
ぎ
町
で
は
、
平
成
31
年
度
か

ら
平
成
35
年
度
ま
で
の
町
の
今
後
の
地

域
福
祉
づ
く
り
の
方
向
性
な
ど
を
定
め

る
「
地
域
福
祉
計
画
」
を
策
定
す
る
に

あ
た
り
、
「
地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員

会
」
の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
会
は
、
町

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
大
切
に
し
、
住
民

参
加
に
よ
る
「
住
み
慣
れ
た
町
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く

り
」
の
実
現
を
目
指
し
て
計
画
を
策
定

し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

応
募
資
格

・
町
内
在
住
の
20
歳
以
上
（
平
成
30
年

４
月
１
日
現
在
）
の
方

・
地
域
福
祉
計
画
の
検
討
、
策
定
に
関

心
と
意
欲
の
あ
る
方

・
策
定
委
員
会
に
継
続
し
て
出
席
で
き

る
方
（
平
日
の
午
前
ま
た
は
午
後
、
年

４
回
開
催
予
定
）

募
集
人
数　

２
名

任
期　

　

平
成
30
年
６
月
か
ら
計
画
の
策
定

（
平
成
31
年
３
月
末
を
予
定
）
が
終
了

し
た
と
き
ま
で

報
償

　

１
回
３
８
０
０
円

応
募
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
（
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
、
職
業
ま
た
は
学
校

名
、
応
募
理
由
）、「
私
の
考
え
る
地
域

福
祉
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
ご
意
見
を

記
入
し
、
次
の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　

・
住
民
福
祉
課
福
祉
係
窓
口
へ
提
出
ま

た
は
郵
送

※
提
出
書
類
は
返
還
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　

６
月
８
日（
金
）

※
郵
送
の
場
合
、
当
日
消
印
有
効

選
考
方
法

　

応
募
さ
れ
た
申
請
書
を
も
と
に
町
で

書
類
審
査
を
行
い
、
２
名
を
選
考
し
ま

す
。

　

選
考
結
果
に
つ
い
て
は
応
募
者
に
文

書
に
て
ご
連
絡
し
ま
す
。

提
出
先
・
問
い
合
わ
せ

住
民
福
祉
課
福
祉
係
（
内
線
２
０
６

６
）

５
月　

日
は「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日
」

　

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
よ
り

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
民

間
の
奉
仕
者
で
、
児
童
福
祉
法
に
よ
り

児
童
委
員
を
兼
ね
、
担
当
す
る
地
域
に

お
い
て
次
の
よ
う
な
役
割
を
担
っ
て
い

ま
す
。

◆
福
祉
に
関
す
る
要
望
や
問
題
点
の
把
握

◆
福
祉
に
関
す
る
悩
み
事
や
心
配
事
の

相
談
に
対
す
る
助
言

◆
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
の
提
供
、
周
知

◆
役
場
、
児
童
相
談
所
な
ど
の
関
係
行

政
機
関
へ
の
パ
イ
プ
役

◆
児
童
の
健
全
育
成
な
ど
の
福
祉
施
策

に
つ
い
て
、
地
域
住
民
の
立
場
で
の
意

見
提
出
お
よ
び
そ
の
充
実

　

町
で
は
72
名
の
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
、
児
童
福
祉
に
関
す
る
事
項
を
専

門
的
に
指
導
・
助
言
す
る
３
名
の
主
任

児
童
委
員
が
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
に

活
躍
し
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
計
画
策
定
委
員
の

募
集
に
つ
い
て

12
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軽
自
動
車
税
の
納
付
に
つ
い
て

納
付
書
発
送
日　
　
　

５
月
10
日（
木
）

納
期
限　
　
　
　
　
　

５
月
31
日（
木
）

　

軽
自
動
車
税
は
、
４
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
課
税
し
ま
す
。
４
月
２
日
以

降
に
廃
車
の
手
続
き
を
し
た
車
両
は
、

平
成
30
年
度
の
税
金
を
納
め
る
義
務
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
へ

の
軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
（
継
続
車

検
用
）
に
つ
い
て
は
、
６
月
中
旬
に
発

送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

納
期
限

期
間　

５
月
31
日（
木
）ま
で

必
要
書
類　

手
帳（
注
１
）、
運
転
免
許

証
、
印
鑑
、
納
付
書

※（
注
１
）…
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷

病
者
手
帳
、
療
育
手
帳
、
精
神
障
害
者

保
健
福
祉
手
帳

申
請
場
所　

税
務
課（
⑤
番
窓
口
）

※
初
め
て
申
請
す
る
方
は
、
事
前
に
税

務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な

お
、
申
請
期
限
後
の
届
出
は
、
減
免
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

身
体
障
害
者
等
減
免
申
請

　

町
税
な
ど
の
納
付
に
つ
い
て
、
指
定

預
貯
金
口
座
か
ら
振
替
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
る
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。

　

申
し
込
み
に
必
要
な
「
町
税
等
口
座

振
替
申
込
書
」
は
税
務
課
お
よ
び
指
定

金
融
機
関
な
ど
に
あ
り
ま
す
の
で
、
口

座
振
替
ご
希
望
の
方
は
必
要
事
項
を
記

入
し
、
口
座
届
印
を
押
印
の
う
え
指
定

金
融
機
関
な
ど
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
口
座
振
替
後
の
領
収
証
書
は

発
行
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
徴
収
係
（
内
線

２
０
４
１
、
２
０
４
４
）

口
座
振
替
へ
の
お
す
す
め

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
金
融

機
関
へ
の
引
き
落
と
し
停
止
の
連
絡
が

必
要
で
す
の
で
、
申
請
期
限
１
週
間
前

ま
で
に
申
請
手
続
き
を
お
済
ま
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

税
務
課
住
民
税
係
（
内

線
２
０
４
２
）

　

住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
の
業
務
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
更

新
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

更
新
作
業
中
は
、
住
民
基
本
台
帳
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

業
務
停
止
日　

５
月
16
日（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

停
止
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
内
容

①
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付

②
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
・
個
人
番
号

　

カ
ー
ド
を
利
用
し
た
転
出
・
転
入
届

③
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
更
新
業
務

　

等
④
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
発
行
業
務
等

⑤
電
子
証
明
書
の
発
行
業
務
等

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
住
民
係

（
内
線
２
０
６
１
、
２
０
６
２
）

住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　

 

シ
ス
テ
ム
の

一
時
停
止
に
つ
い
て

町
内
清
掃
土
砂
類
の

受
け
入
れ
に
つ
い
て

　

町
内
清
掃
の
時
期
を
迎
え
、
生
活
排

水
路
に
係
る
土
砂
類
の
処
理
が
困
難
な

場
合
、
受
け
入
れ
を
行
い
ま
す
。

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
西
側
に
一

時
仮
置
き
用
地
を
設
置

期
間　

６
月
30
日（
土
）ま
で

※
受
け
入
れ
は
土
砂
類
に
限
り
ま
す
。

カ
ン
・
ビ
ン
類
、
草
木
竹
類
、
ブ
ロ
ッ

ク
な
ど
の
受
け
入
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
事
前
に
相
談
が
必
要
で
す
。
相
談
は
、

自
治
区
、
町
内
会
単
位
で
お
願
い
し
ま

す
。

※
運
搬
車
両
に
対
し
一
部
補
助
を
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課
生
活
環
境

係
（
内
線
２
２
３
１
）
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新聞でも掲載、いま話題の子育てを楽しむための講座

トリプルP （Positive Parenting Program）
参 加 者 募 集 ！

　それぞれの親子に合わせた方法で、親子の関わり方や考え方、具体的
なスキルを学びます。子どもの自尊心を育み、子育てを少しでも楽にで
きるよう一緒に考えてみませんか？
　子育てをちょっとひと休みして、お茶やお菓子を楽しみながら、他の
参加者の思いや意見も共有しましょう。

場　所　保健福祉センター　３階研修フロア
対　象　子どもがいるすべての親
　　　　(定員12名)
　　　※欠席の回は次回の開始前30分など　
　　　でフォローがあります。
講　師　前迫　早苗さん
　　　　(トリプルＰ認定ファシリテーター）
参加費・テキスト代　無料
保　育　あり
締　切　５月18日（金）
申し込み・問い合わせ
　教育総務課（内線３０１２）

・受講前は半信半疑でしたが、受講したことを実践し
てみると、うそのように子どもの態度が良い方に変
わってきました。
・子育てが楽しいということを忘れていました。受講
して心に少し余裕ができました。
・親の立場での悪かったところを沢山気づかされまし
た。悩むばかりでなく良い方法を具体的に知って対
応できるのがとてもよかった。
・受講する前は不安なことも多かったが、同じくらい
の年の子どもがいるママたちといろんな話ができて
「うちだけじゃないんだ」と気分的に安心できまし
た。
・大声で怒鳴ったりしなくても効果的にしつけられる
方法を学べて楽になりました
・親が冷静になることで、子どもの問題行動が減った。

子育てが

楽しくなるための
ア

イデアや技術をご

紹介する
連続講座♪

＜トリプルＰ受講修了者の感想＞

　「前向きな子育て」とはどのような子育
てなのかについて学び、子どもの行動のと
らえ方について話し合います。

第１回
　６月２日 (土)　９：30～12：00

　子どもとよい関係をつくり、子どもの発
達を促すための10のスキルを学びます。

第２回
　６月 ９日(土)　９：30～12：00

　子どもの問題行動をうまく扱うための、
7つの方法を学びます。

第３回
　６月16日(土)　９：30～12：00

　子どもの問題行動が起こりやすい場面を
想定し、その行動が起こらないように事前
の活動の準備について学びます。

第４回
　６月23日(土)　９：30～12：00

　子どもの行動の好ましい変化について話
し合い、プログラムで学んだスキルを復習
します。

第７回
　７月14日(土)　９：30～12：00

　先のセッションで学んだ方法を、家庭で
上手く活用できているかを話し合い、工夫
して子育てできるようにサポートします。

第５回～第６回
　６月30日の週・７月７日の週

講義
グループワーク

自宅での
個別電話相談

講義
グループワーク
全体のまとめ

日　　時 内　　容 形　式

息抜きしながら、
楽しく

すすめます♪
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Q

A

「トリプルＰ」の内容は難し
いものではないですか？

　　　　家事や育児の疲れも癒せる場にし
　　　　たいので、子どもは別室で保育さ
　　　　せていただき、参加者にはお菓子
や飲み物をつまみながら、ゆったりとＤＶ
Ｄを観たりグループで意見交換をしたりし
て、楽しく子育て・しつけができたり子ど
もの問題行動を減らすための関わり方や工
夫・技術を学んでいただける内容となって
います。
　決して堅苦しい内容ではありませんので、
子育ての息抜きをするつもりで気軽にご参
加ください。

参加費用は必要ですか？

　　　　テキスト（ワークブック）は町で
　　　　購入して初回の日にお渡しします
　　　　ので、ご参加いただくにあたって
費用は必要ありません。保育も無料です。
※保育に必要なもの（オムツ、おしりふき、
着替えなど）については、各自で用意して
ください。

　　　子育てが思い通りにならずに
　　　焦ったりイライラしちゃいま
す、みんなは楽しく子育てができて
いるのでしょうか？

　　　　子どもを大切に想うからこそ一生懸
　　　　命に関わり、しつけようと頑張って
　　　　いるのに、残念ながら子育てという
ものは思い通りにはならないものです。しか
し、「イライラしちゃうこともある」という
ことは決して特別なことではありません。そ
して、多くの方が「同じなら楽しく子育てが
したい」と考えています。
　「トリプルＰ」の工夫や技術を使っていた
だいたことで、「冷静に子育てできるように
なった」、「気持ちが楽になって子育てを楽
しめるようにもなった」、「その結果、子ど
もにも変化が出て問題行動が減ってきた」と
いう感想が多く寄せられています。
　ぜひ、この「トリプルＰ」を持ち帰ってい
ただき、ご家庭で試してみてください。

Q 申し込み方法は？

　　　　お電話１本でお申し込みできます。
　　　　教育総務課
　　　　（☎２２－０３００　内線３０１２）
までご連絡ください。

よくある質問 Q&A　　
　　
　　
　　Q

　　　
　　　
　　　
　　　A

　　　
　　　
　　　
　　　A
Q

　　　
　　　
　　

　　　A

受講中
　の様子

保育
　の様子様子
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助
成
は
接
種
さ
れ
た
方
が
一
旦
接
種

費
用
全
額
を
負
担
し
、
そ
の
後
、
申
請

手
続
き
に
よ
り
助
成
す
る
と
い
う
形
と

な
り
ま
す
。
助
成
の
申
請
を
さ
れ
る
方

は
次
の
と
お
り
申
請
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

対
象
者

①
妊
娠
を
希
望
し
て
い
る
女
性
（
19
歳

以
上
50
歳
未
満
）

②
妊
婦
の
夫
（
妊
娠
中
に
限
る
）

対
象
ワ
ク
チ
ン

　

「
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
」
も
し
く
は

「
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ
ン
」

助
成
額　

上
限
１
万
円　

（
内
訳
：
県
５
千
円
、
町
５
千
円
）

助
成
回
数　

一
人
に
つ
き
１
回

※
過
去
に
助
成
を
受
け
た
方
は
対
象
外

実
施
場
所　

　

希
望
す
る
医
療
機
関
へ
実
施
の
有
無

を
問
い
合
わ
せ
の
上
、
予
約
申
し
込
み

し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
４
月
１
日
〜
平
成
31
年
３
月

29
日
の
間
に
受
け
た
接
種
の
助
成
申
請

期
限　

平
成
31
年
３
月
29
日（
金
）ま
で

申
請
方
法

　

接
種
後
に
次
の
も
の
を
健
康
推
進
課

衛
生
係
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

・
領
収
書

・
予
防
接
種
済
証

・
印
鑑

・
振
込
先
の
わ
か
る
物

※
妊
婦
の
夫
は
、
夫
で
あ
る
こ
と
を
確

認
で
き
る
物
（
母
子
健
康
手
帳
な
ど
）

も
必
要
。

注
意
事
項

※
妊
婦
は
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
接
種
後
２
カ
月

間
は
避
妊
が
必
要
で
す
。

※
集
団
接
種
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
個

別
接
種
の
み
で
す
。

※
こ
の
予
防
接
種
は
任
意
接
種
に
な
り

ま
す
の
で
、
希
望
者
の
み
の
接
種
と
な

り
ま
す
。

※
対
象
外
の
方
に
は
助
成
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
事
前
確
認
を
行
っ
た
上
で
接
種

し
て
く
だ
さ
い
。

ご
不
明
な
点
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
２
０
５
３
）

　

平
成
29
年
５
月
か
ら
、
国
が
管
理
す

る
河
川
で
、
氾
濫
す
る
可
能
性
が
高
ま

っ
た
場
合
に
、
そ
の
周
辺
に
い
る
方
に

氾
濫
の
危
険
を
お
知
ら
せ
す
る
情
報
が

自
動
で
発
信
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

紀
の
川
で
大
規
模
な
洪
水
が
発
生
し

た
場
合
に
、
皆
さ
ん
の
携
帯
電
話
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
対
し
、
緊
急
速
報
メ

ー
ル
に
よ
る
洪
水
情
報
（
紀
の
川
の
水

位
情
報
）
の
配
信
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

■
配
信
対
象
者

　

配
信
エ
リ
ア
内
の
携
帯
電
話
（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
ド
コ
モ
、
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
・
沖
縄
セ
ル
ラ

ー
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
（
ワ
イ
モ
バ
イ
ル

含
む
）
）
の
ユ
ー
ザ
ー

■
留
意
事
項

・
携
帯
電
話
な
ど
の
基
地
局
の
関
係
に

よ
り
、
配
信
エ
リ
ア
近
郊
の
方
に
も
届

く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
携
帯
電
話
の
電
源
が
入
っ
て
い
な
い

場
合
や
、
圏
外
、
電
波
状
況
の
悪
い
場

所
、
機
内
モ
ー
ド
時
、
通
話
中
の
場
合

は
受
信
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

・
ご
利
用
の
機
種
に
よ
り
、
緊
急
速
報

メ
ー
ル
に
対
応
し
て
い
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。 洪

水
情
報
が

　

緊
急
速
報
メ
ー
ル
で
発
信
さ
れ
ま
す

　

国
土
交
通
省
川
の
防
災
情
報
で
は
、

次
の
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
川
の
水
位
が
分
か
る
…
紀
の
川
の
水

位
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で
き
ま
す
。

◆
川
の
様
子
が
分
か
る
…
河
川
ラ
イ
ブ

カ
メ
ラ
の
映
像
で
現
在
の
紀
の
川
の
様

子
が
確
認
で
き
ま
す
。

◆
雨
の
状
況
が
分
か
る
…
今
、
ど
こ
で

ど
れ
く
ら
い
の
雨
が
降
っ
て
い
る
か
確

認
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
和
歌
山
河

川
国
道
事
務
所
河
川
管
理
課
（
☎
０
７

３
―
４
２
４
―
２
４
７
１
）

三谷観測所

緊急速報メールが届いたら
まずチェック！

国土交通省

川の
防災情報

風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の
助
成
に
つ
い
て

※
県
の
助
成
は
今
年
度
で
終
了
予
定

で
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
お
早
め
に

接
種
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
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最
寄
り
の
会
場
で
登
録
と
予

防
注
射
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

飼
い
主
は
、
犬
を
飼
っ
た
日

（
生
後
90
日
未
満
の
犬
は
90
日

を
経
過
し
た
日
）
か
ら
30
日
以

内
に
住
民
福
祉
課
生
活
環
境
係

に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
犬
の
登
録
は
生
涯
１
回
で
す

が
、
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
、

飼
い
主
の
住
所
変
更
な
ど
が
あ

っ
た
場
合
は
、
そ
の
都
度
届
出

が
必
要
で
す
。

登　

録

・
登
録
料
金（
鑑
札
交
付
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
円

・
注
射
料
金（
済
票
交
付
含
む
）

　
　
　
　
　
　
　

３
１
９
０
円

料　

金

　

狂
犬
病
は
大
変
恐
ろ
し
い
病

気
で
す
。
犬
を
こ
の
病
気
か
ら

守
る
た
め
、
ま
た
、
人
へ
の
感

染
を
防
ぐ
た
め
に
も
予
防
注
射

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

予
防
注
射

問い合わせ
住民福祉課生活環境係（内線２２３１）

 ９:30～ ９:50　中飯降地域交流センター
10:00～10:30　妙寺小学校前
10:40～11:00　丁ノ町児童館
11:10～11:30　大谷公民館
13:10～13:40　笠田駅前付近
13:50～14:20　萩原コミュニティセンター
14:30～15:00　極楽寺（高田）

５月７日（月）

  9:30～10:00　中飯降児童館
10:10～10:30　丁ノ町地域交流センター
10:40～11:00　笠田東児童館
13:30～14:00　かつらぎ体育センター
14:10～14:40　三谷公民館
14:50～15:20　河南地域交流センター

５月９日（水）

  9:30～10:00　天野診療所
10:10～10:30　星山選果場
10:40～11:00　西渋田児童館
11:10～11:30　見好公民館
13:30～14:00　佐野ふれあい館
　　　　　　　（笠田公民館佐野分館）　
14:10～14:30　笠田ふるさと交流館
　　　　　　　（笠田公民館）
14:40～15:10　役場前駐車場

５月10日（木）

10:00～15:00　花園地区

５月11日（金）

  9:30～  9:50　新城地域交流センター
　　　　　　　  （「水とみどりの美術館」（すぎのこ）
10:00～10:20　（旧）志賀小学校前
10:30～10:50　美嶋荘駐車場
11:00～11:30　四邑公民館
13:30～13:50　西方寺（東谷）
14:00～14:30　四郷地域交流センター（ともがき）
14:45～15:10　新規作物・地域ブランド定着施設（笠田中）

５月８日（火）

＜犬の登録および狂犬病予防注射日程表＞

～犬の登録と狂犬病予防注射～

犬を飼っている
　　　　皆さんへ平成
30年度
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河
川
を
見
守
り
、
日
常
生
活

で
知
り
得
た
情
報
を
河
川
管
理

者
に
定
期
報
告
（
月
１
回
以

上
）
し
て
い
た
だ
く
、
河
川
愛

護
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

７
月
１
日（
日
）か
ら
１

年
間

応
募
資
格　

町
内
在
住
で
紀
の

川
付
近
に
住
む
20
歳
以
上
の
方

対
象
河
川　

紀
の
川

手
当　

月
額
４
５
８
０
円
予
定

募
集
人
員　

県
内
で
若
干
名

応
募
締
切　

６
月
１
日（
金
）

※

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

国
土
交
通
省
近

畿
地
方
整
備
局
和
歌
山
河
川
国

道
事
務
所
河
川
管
理
課
（
☎
０

７
３―

４
０
２―

０
２
６
７
）

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集
　

伊
都
第
３
団
で
は
、
隊
員
の

募
集
を
し
て
い
ま
す
。

（
カ
ブ
隊
）
小
学
３
年
生
〜

　

※

小
２
か
ら
体
験
入
隊
受
付

（
ボ
ー
イ
隊
）
小
学
６
年
生
〜

　

※

小
５
か
ら
体
験
入
隊
受
付

問
い
合
わ
せ

カ
ブ
隊
隊
長　

中
谷
和
紀

（
☎
22―

７
９
０
５
）

ボ
ー
イ
隊
隊
長　

木
村
明
宏

（
☎
22―

４
６
８
２
）

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
伊
都
第

３
団
隊
員
募
集

▽
建
設
課
長　

田
中
章
員
▽
会

計
管
理
者
兼
出
納
室
長　

浦
野

光
広
▽
や
す
ら
ぎ
対
策
課
長　

前
岡
眞
也
▽
青
少
年
セ
ン
タ
ー

事
務
局
長　

澤
田
卓
也
▽
生
涯

学
習
課
長　

木
村
佳
和
▽
花
園

地
域
振
興
課
長　

上
東
秀
明
▽

地
籍
調
査
室
長　

西
川
彰
信
▽

税
務
課
長
補
佐　

小
林
幸
生
▽

統
括
専
門
員
（
社
会
福
祉
協
議

会
派
遣
）
藤
戸
佳
寿
子

●
退
職
【
３
月
31
日
付
】

《
町
長
部
局
》（　

）は
前
職

◆
企
画
公
室

▽
室
長
補
佐　

木
村
倍
美
（
総

務
課
長
補
佐
兼
管
財
係
長
）
▽

室
長
補
佐
兼
ま
ち
づ
く
り
推
進

係
長　

中
畑
匡
博
（
同
室
長
補

佐
兼
企
画
係
長
）
▽
管
財
契
約

係
長　

曽
和
雅
人
（
同
契
約
係

長
）
▽
統
括
専
門
員
兼
町
振
興

施
設
活
性
化
担
当　

大
西
雅
子

（
産
業
観
光
課
統
括
専
門
員
兼

町
振
興
施
設
活
性
化
担
当
）
▽

企
画
員　

田
中
将
彦
（
地
方
公

共
団
体
金
融
機
構
派
遣
）

◆
検
査
長
兼
調
査
員
（
管
財
契

約
担
当
）

▽
東
勝
己
（
検
査
長
）

◆
総
務
課

▽
調
査
員（
消
防
防
災
担
当
）　

小
林
芳
一
（
出
納
室
長
補
佐
）

▽
課
長
補
佐　

上
野
由
佳
（
同

課
長
補
佐
兼
文
書
係
長
）
▽
課

長
補
佐　

九
保
秀
康
（
生
活
環

境
課
長
補
佐
）
▽
総
務
係
長　

●
異
動
【
４
月
１
日
付
】

募　

集

職
員
人
事

長
補
佐
兼
住
民
係
長　

山
本
和

子
（
同
住
民
係
長
）
▽
統
括
専

門
員
兼
生
活
環
境
係
長　

奥
田

幸
宏
（
建
設
課
統
括
専
門
員
）

▽
統
括
専
門
員　

青
山
晃
久

（
税
務
課
企
画
員
）
▽
企
画
員

小
高
陽
子
（
教
育
委
員
会
青
少

年
セ
ン
タ
ー
事
務
局
企
画
員
）

▽
企
画
員　

西
村
雄
大
（
生
活

環
境
課
企
画
員
）
▽
主
事　

曽

和
万
柚
子
（
新
規
採
用
）
▽
主

事　

宮
本
昌
弥
（
新
規
採
用
）

◆
健
康
推
進
課

▽
課
長　

宮
本
勝
人
（
や
す
ら

ぎ
対
策
課
長
補
佐
）
▽
課
長
補

佐　

植
田
京
子
（
や
す
ら
ぎ
対

策
課
長
補
佐
兼
衛
生
係
長
）
▽

課
長
補
佐　

田
中
靖
章
（
税
務

課
長
補
佐
兼
徴
収
係
長
）
▽
統

括
専
門
員　

木
村
晃
子
（
や
す

ら
ぎ
対
策
課
統
括
専
門
員
）
▽

統
括
専
門
員
兼
長
寿
社
会
係
長

丹
田
英
男
（
住
民
福
祉
課
統
括

専
門
員
兼
福
祉
係
長
）
▽
統
括

専
門
員
兼
介
護
保
険
係
長　

西

山
佳
友
己
（
や
す
ら
ぎ
対
策
課

統
括
専
門
員
兼
介
護
保
険
係

長
）
▽
統
括
専
門
員
兼
保
険
年

金
係
長　

尾
鼻
嘉
浩
（
住
民
福

祉
課
統
括
専
門
員
兼
年
金
係

長
）
▽
統
括
専
門
員　

林
真
千

代
（
や
す
ら
ぎ
対
策
課
統
括
専

門
員
）
▽
統
括
専
門
員　

江
口

InformationInformationInformation

お知らせお知らせ

５月の５月の５月の

お知らせ

上
西
功
二
（
同
庶
務
係
長
）

◆
税
務
課

▽
課
長
補
佐　

植
田
尚
雄
（
同

課
長
補
佐
兼
固
定
資
産
税
係

長
）
▽
固
定
資
産
税
係
長　

東

山
和
義
（
生
活
環
境
課
生
活
環

境
係
長
）
▽
徴
収
係
長　

井
上

隆
由
（
企
画
公
室
ま
ち
づ
く
り

推
進
係
長
）
▽
企
画
員　

中
伸

次
（
や
す
ら
ぎ
対
策
課
企
画

員
）
▽
企
画
員　

西
上
智
哉

（
産
業
観
光
課
企
画
員
）
▽
企

画
員　

大
植
貴
裕
（
和
歌
山
県

派
遣
）

◆
会
計
管
理
者

▽
森　

市
郎
（
生
活
環
境
課

長
）

◆
会
計
課

▽
課
長　

三
木
一
弘
（
総
務
課

長
補
佐
）
▽
課
長
補
佐　

下
垣

内
裕
美
（
教
育
委
員
会
総
務
課

長
補
佐
兼
子
育
て
係
長
）
▽
統

括
専
門
員　

北
山
敏
（
企
画
公

室
統
括
専
門
員
）
▽
会
計
係
長

森
田
昌
男
（
企
画
公
室
財
政
係

長
）
▽
企
画
員　

薄
井
裕
美
子

（
企
画
公
室
企
画
員
）
▽
企
画

員　

塩
谷
和
久
（
出
納
室
企
画

員
）
▽
企
画
員　

栗
川
和
幸

（
企
画
公
室
企
画
員
）

◆
住
民
福
祉
課

▽
課
長
補
佐
兼
福
祉
係
長　

田

所
俊
幸
（
同
課
長
補
佐
）
▽
課
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佐
兼
林
業
係
長
）
▽
課
長
補
佐

東
岡
伊
織
（
同
振
興
係
長
）
▽

商
工
観
光
係
長　

坂
田
学
（
同

観
光
係
長
）
▽
農
業
振
興
係
長

溝
端
敏
宏
（
同
農
業
委
員
会
係

長
）
▽
企
画
員　

海
野
扶
美

（
住
民
福
祉
課
企
画
員
）
▽
企

画
員　

古
野
め
ぐ
み
（
住
民
福

祉
課
企
画
員
）

◆
建
設
課

▽
課
長
兼
検
査
員　

小
迫
拓
宏

（
同
調
査
員
兼
課
長
補
佐
兼
検

査
員
）
▽
課
長
補
佐　

上
西
克

幸
（
同
工
務
第
２
係
長
）
▽
工

務
係
長　

前
川
和
紀
（
上
下
水

道
課
下
水
道
管
理
係
長
）
▽
企

画
員　

久
保
貴
暢
（
税
務
課
企

画
員
）

◆
地
籍
調
査
室

▽
室
長　

井
本
恭
弘
（
建
設
課

調
査
員
兼
課
長
補
佐
兼
工
務
第

１
係
長
）
▽
室
長
補
佐　

西
川

義
彦
（
同
室
長
補
佐
兼
事
務
係

長
）
▽
地
籍
調
査
係
長　

阪
口

史
朗
（
上
下
水
道
課
給
水
係

長
）

◆
上
下
水
道
課

▽
課
長
兼
検
査
員　

楠
眞
明

（
同
課
長
）
▽
企
画
員　

青
山

禄
郎
（
教
育
委
員
会
総
務
課
企

画
員
）

◆
花
園
地
域
振
興
課

▽
課
長　

森
本
光
（
地
籍
調
査

室
長
補
佐
兼
調
査
係
長
）
▽
課

長
補
佐
兼
地
域
振
興
係
長　

草

田
恒
弘
（
同
課
長
補
佐
兼
振
興

係
長
）
▽
課
長
補
佐　

梶
真
優

美
（
同
課
長
補
佐
兼
庶
務
係

長
）

《
教
育
委
員
会
》

◆
教
育
総
務
課

▽
課
長　

藤
上
勝
海
（
教
育
委

員
会
総
務
課
長
）
▽
課
長
補
佐

稲
本
光
重
（
や
す
ら
ぎ
対
策
課

長
補
佐
兼
保
険
係
長
）
▽
統
括

専
門
員
兼
家
庭
児
童
相
談
担
当

松
本
肇
（
教
育
委
員
会
総
務
課

統
括
専
門
員
兼
家
庭
児
童
相
談

担
当
）
▽
総
務
係
長　

村
岡
直

哉
（
教
育
委
員
会
総
務
課
庶
務

係
長
）
▽
子
育
て
係
長　

岡
め

ぐ
み
（
や
す
ら
ぎ
対
策
課
企
画

員
）
▽
企
画
員　

久
保
早
由
里

（
教
育
委
員
会
総
務
課
企
画

員
）
▽
企
画
員　

西
岡
純
生

（
教
育
委
員
会
総
務
課
企
画

員
）
▽
企
画
員　

田
和
か
よ

（
教
育
委
員
会
総
務
課
企
画

員
）
▽
企
画
員　

山
口
佳
子

（
教
育
委
員
会
総
務
課
企
画

員
）
▽
企
画
員　

井
本
泰
継

（
専
従
休
職
）

◆
生
涯
学
習
課

▽
課
長　

木
村
敬
（
教
育
委
員

会
総
務
課
長
補
佐
）
▽
課
長
補

佐　

小
林
理
恵
（
同
統
括
専
門

員
兼
指
導
係
長
）
▽
青
少
年
セ

ン
タ
ー
係
長　

東
山
佳
央
（
教

育
委
員
会
青
少
年
セ
ン
タ
ー
事

務
局
庶
務
係
長
）
▽
統
括
専
門

員
兼
指
導
係
長　

溝
口
仁
美

（
出
納
室
統
括
専
門
員
兼
会
計

係
長
）
▽
社
会
体
育
係
長　

齊

藤
弘
一
（
同
庶
務
係
長
兼
社
会

体
育
係
長
）
▽
企
画
員　

西
塙

敏
房
（
税
務
課
企
画
員
）
▽
企

画
員　

岡
村
英
子
（
教
育
委
員

会
青
少
年
セ
ン
タ
ー
事
務
局
企

画
員
）
▽
企
画
員　

木
下
絵
梨

佳
（
総
務
課
企
画
員
）
▽
企
画

員　

井
本
嘉
宏
（
新
規
採
用
）

◆
花
園
幼
稚
園

▽
主
任
教
諭　

前　

千
恵
美　

（
教
育
委
員
会
青
少
年
セ
ン
タ

ー
事
務
局
長
補
佐
兼
指
導
係

長
）

《
か
つ
ら
ぎ
町
社
会
福
祉
協
議

会
派
遣
》

▽
新
極
公
子
（
や
す
ら
ぎ
対
策

課
保
健
師
）

《
橋
本
周
辺
広
域
市
町
村
圏
組

合
派
遣
》

▽
南
山
勝
成
（
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
長
補
佐
）

《
和
歌
山
県
派
遣
》

▽
中
﨑
善
子
（
住
民
福
祉
課
企

画
員
）
▽
大
家
啓
徳
（
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
主
事
）

平成30年工業統計調査を実施します

問い合わせ　総務課総務係（内線２３００）
工業統計調査キャラクター

　工業統計調査は我が国の工業の実態を明
らかにすることを目的とした、統計法に基
づく報告義務がある重要な統計です。
　調査結果は中小企業施策や地域振興など
の基礎資料として利活用されます。
　調査時点は平成30年６月１日です。
　調査票へのご回答をお願いいたします。

美
香
（
や
す
ら
ぎ
対
策
課
統
括

専
門
員
）
▽
統
括
専
門
員
兼
衛

生
係
長　

松
井
淨
治
（
や
す
ら

ぎ
対
策
課
統
括
専
門
員
）
▽
企

画
員　

森
康
晴
（
や
す
ら
ぎ
対

策
課
企
画
員
）
▽
企
画
員　

柴

田
美
紀
（
生
活
環
境
課
企
画

員
）
▽
企
画
員　

上
西
梨
沙

（
や
す
ら
ぎ
対
策
課
企
画
員
）

▽
企
画
員　

森
田
淳
子
（
や
す

ら
ぎ
対
策
課
企
画
員
）
▽
企
画

員　

中
野
清
美
（
住
民
福
祉
課

企
画
員
）
▽
企
画
員　

林
亮
英

（
や
す
ら
ぎ
対
策
課
企
画
員
）

▽
企
画
員　

澤
田
久
美
子
（
や

す
ら
ぎ
対
策
課
企
画
員
）
▽
企

画
員　

楠
本
良
子
（
や
す
ら
ぎ

対
策
課
企
画
員
）
▽
保
健
師　

樫
葉
歩
（
や
す
ら
ぎ
対
策
課
企

画
員
）
▽
企
画
員　

船
井
香
里

（
や
す
ら
ぎ
対
策
課
企
画
員
）

▽
保
健
師　

大
植
知
穂
（
や
す

ら
ぎ
対
策
課
企
画
員
）
▽
企
画

員　

阪
木
彩
那
（
住
民
福
祉
課

企
画
員
）
▽
保
健
師　

野
上
貴

司
（
や
す
ら
ぎ
対
策
課
保
健

師
）
▽
企
画
員　

松
山
秋
子

（
税
務
課
主
事
）

◆
産
業
観
光
課

▽
課
長
補
佐　

堀
畑
三
起
子

（
同
統
括
専
門
員
兼
商
工
係

長
）
▽
課
長
補
佐
兼
林
業
振
興

係
長　

井
本
欽
也
（
同
課
長
補
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心
配
ご
と
・
法
律
相
談

５
月
14
日（
月
）、
28
日（
月
）

６
月
11
日（
月
）

受
付　

午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
（
先
着
順
）

相
談
時
間　

午
後
４
時
ま
で

場
所　

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ　

社
会
福
祉
協
議

会
（

22―

４
３
１
１)

理
学
療
法
士
相
談

　

「
退
院
は
し
た
も
の
の
…
」

「
リ
ハ
ビ
リ
は
卒
業
し
た
も
の

の
…
」
と
自
宅
で
の
自
主
リ
ハ

ビ
リ
や
健
康
体
操
の
方
法
な
ど

で
お
悩
み
の
方
の
相
談
に
応
じ

ま
す
。

４
月
６
日（
金
）、
20
日（
金
）

５
月
18
日（
金
）

午
後
１
時
〜
５
時

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

１
階
機
能
訓
練
室

問
い
合
わ
せ　

健
康
推
進
課
衛

生
係
（
内
線
６
０
３
１
）

ひ
き
こ
も
り
青
年
の
た
め
の

居
場
所
・
家
族
の
た
め
の
つ
ど
い

◆
居
場
所

５
月
１
日（
火
）、
７
日（
月
）、

８
日（
火
）、
14
日（
月
）、
15
日

（
火
）、
21
日（
月
）、
22
日（
火
）、

28
日（
月
）、
29
日（
火
）、
６
月

４
日（
月
）、
５
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

居
場
所
ス
ペ
ー
ス
寄
楽

※

居
場
所
開
所
時
間
内
は
携
帯

電
話
通
話
可
能
（
た
だ
し
、
非

通
知
設
定
の
場
合
は
お
答
え
で

き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
）

携
帯
電
話　

０
９
０―

７
０
９

３―

９
５
９
５

◆
家
族
の
つ
ど
い

５
月
２
日（
水
）、６
月
６
日（
水
）

５
月
８
日（
火
）

　

笠
田
公
民
館
佐
野
分
館

５
月
15
日（
火
）

　

笠
田
東
児
童
館

５
月
２
日（
水
）、
23
日（
水
）

　

か
つ
ら
ぎ
総
合
文
化
会
館

各
日
、
午
後
２
時
〜
３
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

伊
都
振
興
局
企

画
産
業
課
（

０
７
３
６
―
33

―
４
９
０
９
）

の
消
費
者
問
題
で
お
悩
み
の
方

の
相
談
に
消
費
生
活
専
門
相
談

員
が
応
じ
ま
す
。

①
５
月
１
日（
火
）

か
つ
ら
ぎ
町
役
場
２
階
会
議
室
Ｂ

②
５
月
８
日（
火
）

高
野
町
役
場
住
民
ホ
ー
ル

③
５
月
15
日（
火
）

橋
本
市
役
所
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

④
５
月
22
日（
火
）

九
度
山
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

各
日
、
午
後
１
時
〜
４
時

※
ど
の
会
場
で
も
相
談
で
き
ま

す
。

問
い
合
わ
せ　

産
業
観
光
課
商

工
観
光
係
（
内
線
２
２
１
２
）

就
職
相
談

か
つ
ら
ぎ
町
児
童
虐
待
相
談

ダ
イ
ヤ
ル（
☎
22
―
８
８
７
７
）

※
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。

設
置
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜

午
後
５
時
15
分
（
土
、
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

時
間
外
の
通
告
先　

伊
都
振
興

局
健
康
福
祉
部
（
☎
０
７
３
６

―
42
―
３
２
１
０
）、
和
歌
山

県
子
ど
も
・
女
性
・
障
害
者
相

談
セ
ン
タ
ー
（
１
８
９
番
）

※
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
警
察

（
１
１
０
番
）
ま
で

児
童
虐
待
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
消
費
者
サ
ポ
ー

ト
ネ
ッ
ト
和
歌
山
の
専
門
相
談

員
に
よ
る
「
消
費
生
活
相
談

会
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

悪
質
な
訪
問
販
売
や
契
約
・

取
引
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど

午
後
７
時
〜
９
時

場
所　

柿
の
茶
屋

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
よ
り
み
ち
（

22―

７
０

２
４
）
木
曜
除
く

※

ひ
き
こ
も
り
支
援
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ　

住
民
福
祉
課

福
祉
係
（
内
線
２
０
６
６
）

消
費
生
活
相
談

相　

談

○５月31日（木）
納期限

● 軽自動車税　　　　　　　全期
● 町外固定資産税　全期・第１期

　町税などの納付は便利で確実な口座振替を
ご利用ください。

◆広報かつらぎ◆
掲　載　料　１カ月１広告10,000円
　　　　　　　　　　　(割引制度有)
広告の規格　縦50ｍｍ×横83ｍｍ

◆かつらぎ町ホームページ◆（バナー広告）
掲　載　料　１カ月１広告10,000円
　　　　　　　　　　　(割引制度有)
広告の規格
　・サイズ：縦50ピクセル×横130ピクセル
　・容　量：８ＫＢ以下
　・形　式：ＧＩＦ形式

※詳細は、町ホームページをご覧いただくか
　お問い合わせください。

問い合わせ　総務課総務係（内線２０２５）
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弁
護
士
、
臨
床
心
理
士
、
セ

ン
タ
ー
相
談
員
が
犯
罪
や
交
通

事
故
な
ど
の
被
害
者
や
そ
の
ご

家
族
か
ら
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時　

５
月
26
日（
土
）午
前
10

時
〜
午
後
４
時

場
所　

橋
本
市
教
育
文
化
会
館

３
階

相
談
方
法

①
電
話
相
談　

０
７
３
６
―

39
―
５
０
３
５
（
当
日
の
み
）

②
面
接
相
談　

で
き
る
だ
け
事

前
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

※
予
約
受
付
は
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
土
、
日
を
除
く
）

被
害
者
支
援
無
料
相
談

　

本
町
で
は
産
業
観
光
課
内
に

「
無
料
職
業
紹
介
所
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　

町
内
事
業
者
お
よ
び
住
民
の

方
に
対
し
て
、
求
人
・
求
職
の

情
報
提
供
お
よ
び
あ
っ
せ
ん
を

行
い
ま
す
。
求
人
・
求
職
を
ご

希
望
の
方
は
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

か
つ
ら
ぎ
町
無

料
職
業
紹
介
所
（
産
業
観
光
課

内　

内
線
２
２
１
２
）

無
料
職
業
紹
介
所

　

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
は
、
国
が

全
国
に
設
置
す
る
無
料
の
経
営

相
談
所
で
す
。
事
業
者
の
皆
さ

ん
に
売
上
拡
大
・
経
営
改
善
な

ど
の
お
悩
み
を
お
気
軽
に
ご
相

談
い
た
だ
け
る
よ
う
、
地
区
担

当
制
で
定
期
的
に
出
張
相
談
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
程　

毎
月
第
１
・
第
３
月
曜

日
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除

く
）
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５

時
15
分

場
所　

伊
都
振
興
局

費
用　

無
料

※
詳
細
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ　

和

歌
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
（
公

益
財
団
法
人
わ
か
や
ま
産
業
振

興
財
団
内
☎
０
７
３
―
４
３
３

―
３
１
０
０
）

予
約
・
問
い
合
わ
せ　

公
益
社

団
法
人
紀
の
国
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（

０
７
３
―
４
２
７

―
１
０
０
０
）

よ
ろ
ず
支
援
拠
点

〜
定
期
出
張
相
談
会
〜

消防功労者定例表彰 　３月23日(金)、県民文化会館小ホールにおいて、「平
成29年度和歌山県消防功労者定例表彰式」が行われ、
消防団活動に功績のあった次の方々が表彰されました。

◆知事感謝状（退職消防団長）
　前団長　木村　幸義
◆県知事表彰　永年勤続功労賞
　副団長　湯川　公平
　副団長　西浦　直樹
◆県消防協会総裁表彰
　　　　　　　功績章
　副団長　山添　　伸

◆日本消防協会会長表彰　勤続章（30年）
　団　長　田村　公一　　副団長　西本　訓良　　　　　
　副団長　湯川　公平　　第７分団副団長　栗林　俊之
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◎
人
権
作
文
優
秀
賞
◎

「『
個
性
』っ
て

　
　
　
　
　

何
だ
ろ
う
」

妙
寺
中
学
校
３
年　

竹 

浦 

友 

香

　

「
個
性
」
っ
て
何
だ
ろ
う
。

「
普
通
」
っ
て
何
だ
ろ
う
。
普

段
、
何
げ
な
く
口
に
し
て
い
る

言
葉
だ
が
、
私
達
は
何
が
「
個

性
」
で
、
何
が
「
普
通
」
な
の

か
を
本
当
に
理
解
し
て
、
こ
の

言
葉
を
使
っ
て
い
る
の
か
、
私

は
ふ
と
疑
問
に
思
っ
た
。

　

私
は
、
ま
ず
こ
の
二
つ
の
言

葉
を
国
語
辞
典
で
調
べ
て
み
た
。

そ
こ
に
は
、
こ
う
書
い
て
あ
っ

た
。
「
個
性
」
と
は
、
一
人
の

人
だ
け
が
持
っ
て
い
て
、
そ
の

人
を
他
と
区
別
さ
せ
る
固
有
な

性
質
・
性
格
。
パ―

ソ
ナ
リ

テ
ィ
。
「
普
通
」
と
は
、
他
と

変
わ
っ
て
い
な
い
さ
ま
。
ご
く

あ
た
り
ま
え
な
さ
ま
。
と
い
う

こ
と
だ
。
し
か
し
、
私
は
こ
の

硬
い
文
章
だ
け
で
は
「
個
性
」

や
「
普
通
」
と
い
う
言
葉
を
説

明
で
き
な
い
と
思
う
。
だ
か
ら
、

私
は
自
分
な
ら
「
個
性
」
や

「
普
通
」
を
ど
の
よ
う
に
説
明

す
る
か
を
考
え
て
み
た
。

　

「
個
性
」
と
は
、
誰
で
も
持

っ
て
い
る
物
で
、
似
て
い
る
こ

と
も
あ
る
が
、
全
て
違
う
。
そ

し
て
、
今
は
こ
れ
が
差
別
や
偏

見
の
原
因
と
な
り
人
を
苦
し
め

る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
今
の

私
達
が
「
普
通
」
を
使
う
と
き

の
意
味
は
、
私
達
が
見
え
て
い

る
ご
く
限
ら
れ
た
狭
い
狭
い
範

囲
内
で
の
多
数
派
で
あ
り
、
広

い
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、
そ

の
多
数
派
が
本
当
は
少
数
派

だ
っ
た
り
、
そ
も
そ
も
そ
の
多

数
派
の
意
見
が
間
違
っ
て
い
た

り
す
る
こ
と
も
あ
る
。
私
だ
っ

た
ら
、「
個
性
」・「
普
通
」
を

こ
う
説
明
す
る
。
し
か
し
、

「
普
通
」
に
対
す
る
私
の
説
明

は
、
今
の
私
達
の
使
い
方
で
の

説
明
で
あ
り
、
ま
た
、
「
個

性
」
に
つ
い
て
も
、
「
普
通
」

に
つ
い
て
も
私
達
は
、
間
違
っ

た
使
い
方
を
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。

　

ま
ず
、
「
個
性
」
に
つ
い
て

は
、
前
の
段
落
で
説
明
し
た
よ

う
に
、
差
別
や
偏
見
の
原
因
と

な
る
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
、

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。

な
ぜ
な
ら
、
「
個
性
」
の
な
い

人
な
ん
て
い
な
い
、
誰
に
で
も

「
個
性
」
は
あ
る
か
ら
だ
。
私

が
い
る
の
だ
か
ら
、
私
と
は
正

反
対
の
「
個
性
」
を
持
つ
人
も

い
る
だ
ろ
う
。
自
分
を
肯
定
す

る
た
め
に
、
他
の
人
を
否
定
し

て
は
い
け
な
い
。
今
の
私
達
に

は
、
一
人
一
人
の
個
性
を
認
め

合
お
う
と
い
う
意
識
が
必
要
だ
。

意
識
し
な
け
れ
ば
、
今
の
世
界

は
変
え
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、

い
つ
か
こ
の
世
界
が
、
意
識
し

な
く
て
も
、
互
い
の
「
個
性
」

を
認
め
合
え
る
世
界
に
な
れ
ば

い
い
と
思
う
。

　

次
に
、
「
普
通
」
に
つ
い
て
、

考
え
て
い
く
う
ち
に
、
私
は

「
普
通
」
と
い
う
言
葉
の
存
在

に
対
し
て
疑
問
を
持
っ
た
。
ま

ず
、
私
達
が
持
っ
て
い
る
「
普

通
」
の
基
準
は
そ
れ
ぞ
れ
違
う
。

（
受
賞
当
時
）

と
い
う
こ
と
は
、
絶
対
的
な

「
普
通
」
な
ん
て
な
い
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
し

た
ら
、
「
普
通
」
と
い
う
言
葉

は
、
自
分
の
価
値
観
を
肯
定
し
、

他
人
に
押
し
つ
け
る
た
め
の

「
言
葉
」
の
よ
う
に
思
え
て
き

た
。
言
葉
に
は
、
色
々
な
解
釈

が
あ
る
。
だ
か
ら
、
私
は
こ
の

解
釈
も
間
違
っ
て
は
い
な
い
と

思
う
。
そ
し
て
、
こ
の
解
釈
か

ら
い
う
と
、
「
こ
れ
が
普
通
だ

よ
ね
。」
な
ど
と
軽
々
し
く
口

に
し
て
は
い
け
な
い
と
思
う
。

そ
れ
を
聞
い
た
、
そ
の
「
普

通
」
に
当
て
は
ま
ら
な
い
人
が

傷
つ
き
、
自
分
の
「
個
性
」
を

認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
な
い
。

　

ふ
と
、
何
げ
な
く
見
て
い
た

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
セ
リ
フ
、「
私

の
ラ
ブ
は
誰
か
の
悲
し
み
だ
っ

た
り
。」
こ
の
セ
リ
フ
を
聞
い

た
と
き
、
普
段
は
き
っ
と
聞
き

流
し
て
い
る
が
、
考
え
さ
せ
ら

れ
る
セ
リ
フ
だ
と
思
っ
た
。

「
好
き
」、「
嫌
い
」
や
何
で
喜

び
や
悲
し
み
を
感
じ
る
か
も
一

種
の
個
性
で
あ
る
と
思
う
。
私

の
好
き
な
物
が
誰
か
の
嫌
い
な

物
だ
っ
た
り
、
そ
の
逆
だ
っ
た

り
。

　

世
界
に
は
、
正
反
対
の
「
個

性
」
や
「
感
情
」
を
持
つ
人
が

い
る
。
自
分
と
は
違
う
物
を
持

つ
人
か
ら
目
を
背
け
て
、
自
分

こ
そ
が
「
普
通
」
な
ど
と
思
わ

ず
に
、
広
い
世
界
に
目
を
向
け

て
、
自
分
と
は
違
う
人
も
否
定

せ
ず
、
認
め
合
う
こ
と
が
、
今

の
こ
の
世
界
に
は
、
必
要
だ
。

認知症介護を行っている皆さんへ

「家族交流会」
　　　　のご案内
　認知症や介護の相談・情報交
換・勉強会を行っています。皆さ
んのご参加をお待ちしています。

日　時　毎月・第３木曜
　　　　午後１時～３時
場　所　かつらぎ町
　　　　地域福祉センター２階
問い合わせ
　健康推進課長寿社会係
　　　　　（内線６０２０）
　かつらぎ町地域包括支援センター
　　　（☎２２－２３２２）
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新
年
の
め
で
た
き
万
年
青
つ
ぶ
ら
実
を
寒
さ
に
ま
け
ぬ
緑
葉
つ
つ

む　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
前　

洋
子

土
撫
で
し
指
に
つ
た
わ
る
芽
吹
き
あ
り
こ
の
ひ
と
と
き
の
幸
祈
る

な
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

亀
田　

重
子

配
達
の
帰
り
迂
回
を
嫁
に
乞
ひ
桃
咲
き
桜
の
極
ま
り
を
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
村
三
千
子

名
も
知
ら
ず
春
告
げ
草
と
名
づ
け
し
を
狭
庭
は
弥
生
の
勢
ま
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

谷
澤
三
重
子

南
面
の
部
屋
の
夜
明
け
の
早
く
し
て
弥
生
の
陽
光
お
だ
や
か
に
射

す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

作
部
屋
昌
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
笠
田
短
歌
サ
ー
ク
ル
）

そ
し
て
、
バ
ト
ン
は
渡
さ
れ
た

　
　
　
　
　
　

瀬
尾　

ま
い
こ

青
く
て
痛
く
て
脆
い

　
　
　
　
　
　
　

住
野　

よ
る

長
く
高
い
壁　
　

浅
田　

次
郎

路
上
の
Ｘ　
　
　

桐
野　

夏
生

白
い
衝
動　
　
　
　

呉　

勝
浩

樽
と
タ
タ
ン　
　

中
島　

京
子

地
検
の
Ｓ　
　

伊
兼　

源
太
郎

額
を
紡
ぐ
ひ
と　
　

谷　

瑞
恵

レ
ッ
ド
リ
ス
ト　
　

安
生　

正

祝
葬　
　
　
　
　

久
坂
部　

羊

沸
点
桜　
　
　
　

北
原　

真
理

趣
味
・
実
用
書
な
ど

趣
味
・
実
用
書
な
ど

児
童
書

ば
す
く
ん
の
と
も
だ
ち

　
　
　
　
　
　

な
か
や　

み
わ

お
お
き
く
な
っ
た
ら
き
み
は
な

ん
に
な
る
？　
　

村
上　

康
成

妖
怪
一
家
の
温
泉
ツ
ア
ー

　
　
　
　
　
　
　

富
安　

陽
子

悪
ガ
キ
７
⑥　
　
　

宗
田　

理

錯
視
の
魔
術

　

ジ
ャ
ン
ニ・Ａ
．サ
ル
コ
ー
ネ

大
阪
城
へ
タ
イ
ム
ワ
ー
プ

　
　
　
　
　
　
　
　

細
雪　

純

Ｌ
ｉ
ｌ
ｙ　
　

石
田　

ゆ
り
子

問
題
児　
　
　
　

山
川　

健
一

料
理
用
あ
ま
酒
、
は
じ
め
ま
し

た
。　
　
　
　

舘
野　

真
知
子

３
ス
テ
ッ
プ
上
達
法
は
じ
め
て

の
花
の
活
け
方　

永
塚　

慎
一

女
は
年
を
重
ね
る
ほ
ど
自
由
に

な
る　
　
　
　

ワ
タ
ナ
ベ　

薫

面
倒
く
さ
が
り
の
自
分
を
認
め

た
ら
部
屋
が
も
っ
と
キ
レ
イ
に

な
り
ま
し
た

　
　
　
　
　

わ
た
な
べ　

ぽ
ん

満
州
奇
跡
の
脱
出

　

ポ
ー
ル
・
邦
昭
・
マ
ル
ヤ
マ

新
着
図
書
の
ご
案
内

小
説
・
エ
ッ
セ
イ
な
ど

＊開館時間は午前９時～午後５時です。 
＊花園分館の開館日時は、 水曜・土曜日
　（年末年始は除く）の午後１時～５時です。

５月の図書館休館日

問い合わせ　図書館（内線３０２１）

百
舌
鳥
啼
い
て
黄
昏
て
行
く
家
路
か
な　
　
　
　

辻
田　

幸
和

蒲
公
英
の
蓬
け
て
飛
び
し
あ
て
も
な
く　
　
　
　

室
岡　

博
紀

紅
梅
の
ち
ら
ほ
ら
咲
き
て
欠
伸
猫　
　
　
　
　
　

下
村
ツ
ヤ
子

春
寒
や
衣
一
枚
枝
芸
天　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

南
出
香
予
子

猫
柳
猫
撫
づ
ご
と
く
心
地
よ
し　
　
　
　
　
　
　

玉
置　

隆
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
椎
の
実
）

　蔵書点検期間に図書館にあるすべての資料の
点検を行いました。結果、約80冊の不明本があ
ることがわかりました。
　点検漏れなども考えられますので、すべての
本が不明とは考えられませんが、80冊に近い本
は不明本と考えられます。
　不明本のほとんどが、一般書の家庭、料理関
係、小説です。児童書のハリーポッターシリー
ズもほとんど不明になっています。
　図書館でも困っていますので、もし、そのま
ま持ち出した方がいらっしゃい
ましたら、今からでも構いませ
んので、返却をお願いします。

  7(月)・14(月)　
21(月)・28(月)

図書館からのお願い

蔵書点検で不明になっている
　　　　　　本を探しています！
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和歌山県立医科大学附属病院紀北分院
　日本における有訴率（自覚症状を訴える人の割合）の中
で腰痛がもっとも多く、90％の人が生涯一度は腰痛に悩む
と言われており、日本人は腰痛で本当に悩んでいることが
伺い知れます。腰痛の原因はいろいろあり、10代から高齢
者まであらゆる年代に見られる病気です。
　まず腰痛には、突然動けなくなるほどの激痛に襲われる
急性的なタイプと、
鈍痛が長期間続く
慢性的なタイプが
あります。

腰痛につい
て

問い合わせ　和歌山県立医科大学附属病院紀北分院（ ２２－００６６）

　急性腰痛はいわゆるぎっくり腰であり、重いものを持ち上
げたり急に体を捻ったりした際に起こるものが最も多いです。
他にも若年者には椎間板ヘルニアが多く、高齢者には骨粗鬆
症による脊椎圧迫骨折などがあります。この違いは、ぎっく
り腰であれば短期間の安静や湿布などで症状は改善しますが、
椎間板ヘルニアでは腰痛だけではなく神経の圧迫による臀部
や足へのしびれや痛みが伴うことが特徴です。
　また、骨粗鬆症による脊椎圧迫骨折はちょっとした転倒やせき・くしゃみなどの衝撃をきっかけに
背中や腰に痛みが出現します。この脊椎圧迫骨折は放っておくと足のしびれや痛みが出現し、最終的
には麻痺となり寝たきりとなってしまう可能性があり注意が必要です。
　　　　　　　　　　　　　　続いて、３カ月以上続くような慢性腰痛も非常に多様な原因がありま
　　　　　　　　　　　　　す。代表的な病気では加齢による変形性腰椎症、腰部脊柱管狭窄症、脊
　　　　　　　　　　　　　椎すべり症がありますが、まれに脊椎および脊髄の腫瘍、細菌が脊椎に
　　　　　　　　　　　　　入り込む感染症、内臓由来や血管由来（大動脈瘤など）そして心因性の
　　　　　　　　　　　　　腰痛も最近は取り上げられています。以上の中でも腫瘍、感染症、内臓
　　　　　　　　　　　　　や血管由来の腰痛は放っておくと命の危険になるような病気でもありま
　　　　　　　　　　　　　すので、長引く腰痛は整形外科を受診されることをお勧めします。腰痛
　　　　　　　　　　　　　の治療は、病気や症状に合わせて薬物療法から装具療法、リハビリなど
　　　　　　　　　　　　　の理学療法、ブロック注射、そして手術療法まで多様にあります。まず
はしっかりと整形外科医の診断を受けることが大事です。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（脊椎ケアセンター　講師　寺口　真年）

健康ひろば健康ひろば健康ひろば
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日　　程　７月21日（土）　受付時間は申込者に後日郵送します。
場　　所　保健福祉センター３階
対 象 者　昭和54年４月２日～平成11年４月１日生まれ
実施科目　血液検査、身体計測、血圧測定、尿検査
自己負担　無料
申込方法　電話でお申し込みください。
申込締切　５月31日（木）

申し込み・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５３）

ヤング健診のお知らせ
　若年者向けのヤング健診を実施します。ぜひこの機会に健診を受診してください。

日　　程　７月24日（火）～30日（月）、８月１日（水）～３日（金）
　　　　　受付時間は申込者に後日郵送します。
場　　所　保健福祉センター３階
対 象 者　昭和54年４月２日～昭和59年４月１日生まれ
実施科目　血液検査、尿検査、心電図、身体計測、
　　　　　血圧測定、胃・肺・大腸がん検診
自己負担　5,000円
申込方法　電話でお申し込みください。
申込締切　５月31日（木）

申し込み・問い合わせ　健康推進課衛生係（内線２０５３）

ヤングミニドック健診のお知らせ
　本町が実施している集団健診と同時に35歳～39歳の方を対象にヤングミニドック健診を実施
します。この機会に健診を活用していただき、今後の健康管理にお役立てください。

問い合わせ　かつらぎ町地域包括支援センター（☎２２－２３２２）

認知症相談
　認知症に関わることなどでお悩みの方の相談に応じます。

※毎月第1・第3月曜日の開設です（月曜日が祝日の場合は次の平日）。
※相談者が多数の場合は受け付けさせていただき、後日ご連絡・ご訪問します。
※介護、福祉、健康面など生活に関わる相談は随時受け付けています。

日　時　５月７日（月）、21日（月）　両日とも午後１時～３時
場　所　かつらぎ町地域福祉センター２階
　　　　（かつらぎ町地域包括支援センター）
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

一人当たり
エネルギー：220kcal　  　  たんぱく質：13.8g
脂　　　質：12.5g　　　   炭 水 化 物：12.8g
食　　　塩：0.9g　　　　  食 物 繊 維：1.8g

＊トマトソースで煮込むので、ハンバーグ自体
にあまり味付けをしないことにより減塩効
果！
＊タネやソースに野菜が入っているので、
　野菜もとりやすい☆

＊片栗粉の代わりにおからパウダーを使用する
と、食物繊維量もアップします！

大阪樟蔭女子大学連携事業

子どもの減塩レシピ 第12弾

＜作り方＞ 
①玉ねぎはみじん切りに切っておく。
②豚ひき肉と食塩を混ぜて練る。
③レンジで水切りした木綿豆腐と①の玉ねぎ、
片栗粉、卵、塩、ナツメグを入れてよく混
ぜる。
④フライパンで両面に焦げ目をつけ、トマト
ソースを加え、煮込む。

煮込みハンバーグ

＜材料…１人分＞
木綿豆腐　　　　　 　　50ｇ      
豚ひき肉　　　　　 　　50ｇ
玉ねぎ　　　　　　 　　20ｇ      
卵　　　　　　　　　　　4ｇ
片栗粉 　　　　 　　　   4ｇ（小1強）
食塩   　　　  0.5ｇ（少々）
こしょう         　　　  0.05ｇ（少々）
ナツメグ        　　　　0.05ｇ（少々）
トマトソース  　　　    120ｇ（左のレシピ参照）

コールスロー さつまいもサラダ
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一人当たり
エネルギー：394kcal
たんぱく質：9.4g
脂　　　質：68.7g
炭 水 化 物：13.4g
食　　　塩：2.7g

＊おいしい素材を濃縮！
＊冷凍保存すればいつでもアレンジ料理に使
えます！

＊スパゲティ・ミネストローネ・リゾット・
ピザ・エビチリ・お肉の煮込み料理　など
＊ソテーした魚のソースとしても☆
＊和洋中何でも変身できます！

＜作り方＞ 
①トマトを洗って湯むきする。
②①をフードプロセッサーにかける。
③玉ねぎとにんにくをみじん切りにする。
④③をオリーブオイルで炒める。
⑤④に②を加えて調味料を入れて煮込む。

トマトソース
＜材料…１Ｌ分＞
トマト 　　                       10個                 
玉ねぎ　   　                     １個
にんにく　　            大きめ１つ
オリーブオイル　         大さじ１
コンソメ　　　　               １つ
塩　　　　　　    　  ひとつまみ
砂糖　　　　　　       小さじ1/2

献立パターン①

主食

主菜

副菜

副菜

汁物

合計

ご飯

煮込みハンバーグ

芋もち

コールスロー

豚汁

                   2.2g

０g

0.9g

0.3g

0.2g

0.8g

食塩相当量料　理　名

献立パターン②

主食

主菜

副菜

副菜

汁物

合計

ご飯

煮込みハンバーグ

さつまいもサラダ

トマト春巻き

豚汁

                    2.3g

0g

0.9g

0.1g

0.5g

0.8g

食塩相当量料　理　名

煮込みハンバーグ 芋もち豚汁
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健康ひろば健康ひろば健康ひろば

笠田ふるさと交流館
５月18日㈮10:00～11:00

５月11日㈮10:00～11:00

笠田育児
サークル

妙寺･三谷
育児
サークル

６月27日㈬10:00～11:00

６月15日㈮10:00～11:00

６月８日㈮10:00～11:00

５月23日㈬10:00～11:00佐野育児
サークル 笠田公民館佐野分館

５月17日㈭10:00～11:00

６月21日㈭10:00～11:00

丁ノ町育児
サークル

丁ノ町地域
交流センター

三谷公民館

サークル名 場　　所 日　　　時

子育て支援センターからのお知らせ

場所（上記いずれも）：子育て支援センター（保健福祉センター1階）
問い合わせ   子育て支援センター「はぐくみ」（ ２２－０３００）

日・祝以外は開いているのでいつでも遊びに来てね。

・５月10日（木） 午後３時～３時45分
１歳児以上のお友達とお母さんの遊びの場です。
わくわく広場

子育てについて、いろんなおしゃべりを楽しもう♪
おしゃべりサロン

・５月17日（木） 午前10時～11時

・５月17日（木） 午後１時～３時
※この日以外でも気軽にご相談ください。

子育てについて悩んでいませんか？
育児相談

※お誕生月の未就園児のみを対象とさせていただきます。
・ 毎月第１、第２金曜日 午前中（午前9時～11時30分）
誕生日の記念に手形or足形を残しませんか？
「おめでとう」コーナー

子育て講座や親子でふれあう交流の場を開いています。
・５月24日（木） 
　午前10時～11時

なかよし広場

・５月21日（月） 午前10時～11時
１歳未満の赤ちゃんとお母さんのふれあいの場です。
赤ちゃんクラブ「よちよち」

な
か
よ
し
広
場
で
お
わ
か
れ
会
を
し
ま
し
た
。

「
こ
う
ち
ゃ
ん
と
ほ
っ
こ
り
シ
ス
タ
ー
ズ
」

の
演
奏
会
で
子
ど
も
た
ち
も
一
緒
に
リ
ズ
ム

を
楽
し
み
ま
し
た
。

お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
で
「
生
活
リ
ズ
ム
は
子

ど
も
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
と
い
う
内
容
で
保

健
師
さ
ん
の
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

「歯のお話」

歯科衛生士さんの

お話です。

「きのこ公園であ
そぼう」

※現地集合・解散

※雨天：子育て支援セ
ンター

水分・帽子を忘れず
に！

簡単☆小物づくり
「ベビーマッサー

ジ」

親子でリラックス
　

　　しましょう♪

※要申し込み。受付中
！

園 庭 開 放

佐　野

三　谷

第２
火曜日

第３
火曜日

６月12日
午前９時30分
　  ～10時30分
６月19日
午前９時30分
　  ～10時30分

６　

月

佐　野

三　谷

第２
火曜日

第３
火曜日

５月８日
午前９時30分
　  ～10時30分
５月15日
午前９時30分
　  ～10時30分

５　

月

こども園名 日　　時

●育児サークル
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【問い合わせ】健康推進課衛生係（内線2054・2059）

※いずれの場合も、 母子手帳を持参してください。 
※4か月・6か月児、3歳6か月児健康診査については、午前11時から会場で受付番号札を配布します。

平成29年11月生まれ
平成30年１月生まれ

平成26年10月生まれ
平成26年11月生まれ

平成29年６月生まれ

平成29年７月生まれ

平成28年３月生まれ

平成28年４月生まれ

平成29年10月生まれ

平成29年５月生まれ

身体計測・医師による診察・発達観察・育
児相談・離乳食指導 ［バスタオル持参］
身体計測・医師による診察・歯科医師による
歯科検診・歯科指導・発達観察・食事指導

身体計測・発達観察・育児相談・歯科指導・
離乳食指導

身体計測・発達観察・育児相談・食事指導・
歯科指導

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

５月30日㈬
13:00～14:00
５月23日㈬
13:00～14:00

５月１日㈫
9:30～10:00

６月５日㈫
9:30～10:00

５月７日㈪
9:30～10:00
６月４日㈪
9:30～10:00

６月８日㈮
13:30～15:30
５月２日㈬
13:30～14:30
５月16日㈬
13:30～14:30
５月２日㈬
10:00～11:00

平成29年６月生まれ６月６日㈬
10:00～11:00

おおむね4か月児健診を受診す
るまでの子を持つ保護者･妊婦

授乳指導・子育てワンポイント・交流会　
[事前に申し込みが必要です]

ふれあい遊び・子守歌・絵本の読み聞かせ
・ペープサート・交流会・ブックスタート
事業による絵本のプレゼント

ふれあい遊び・手遊び・お歌・絵本の読み
聞かせ・交流会

子育て教室
「すくすく」

７か月児教室
「さくらんぼ」

11か月児教室
「りんごちゃん」

２歳児
健康相談

10か月児
健康相談

３歳６か月児
健康診査

4か月・6か月児
健康診査

平成29年11月・12月生まれ
平成30年１月・２月生まれ 股関節異常の有無５月15日㈫

13:15～13:30股関節検診

５月の保健カレンダー月の保健カレンダー５月の保健カレンダー

事　　業　　名 場　所 内　　容　　な　　ど日　　時 対　　　象

　年間を通して、糖尿病についての正しい知識が学べる教室です。
　皆で楽しく健康づくりに取り組んでみませんか。途中からの参加も大歓迎です。お気軽にお問い合わせ
ください。

「糖尿病の食事管理」
日　　時　６月13日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター２階

◆６月の内容

「糖尿病における血糖コントロール」
日　　時　５月９日（水）　 9:30～12:00
場　　所　保健福祉センター２階

◆５月の内容

※動きやすい服装でお越しください。
　水分補給の用意も忘れずに！

※動きやすい服装でお越しください。
　水分補給の用意も忘れずに！

● 糖尿病フォローアップ教室

● 母子の健診・相談・教室

　乳幼児から高齢者までお気軽にご利用ください。 
また、時間を要する相談は事前にご予約ください。

５月10日㈭
６月７日㈭

保健福祉センター 9:30～11:00

月　日 時　間場　　　所

● 一般健康相談


